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終回記念講演
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　平成２３年度倉敷市の初任者研修講座は，平成２４年２月２３日に第２５回

を迎えました。１０期生８０人の巣立ちの日となったこの日の研修は，オープ

ン講座を兼ねた講演会で幕を閉じました｡ここに講演内容の一部を紹介します。

最悪を想定して.最善を尽くす」

　最悪を想定しない人をプロとは言わない。人と向き合う仕事をする者には，

相手がどんな時に攻撃を加えてくるかを想定しprotection（保護）する方法を

知っておく危機管理が必要。教育には，次の世代を育てるというミッションが

ある。善意を善意と受け取られるためには，危機管理が求められる。ＡＭＤＡ

が今まで死傷者を出さずにやってこれたのは，この理念を大切にしてきたから

である。

細雨斌一一

　人間関係には３つの種類がある。

①ﾌしﾝﾄﾞｼ･yフ（利害とは関係のない付き合い）友人，同級生など

②ｽﾎﾟﾝｻｰｼヽyフ（一方的な利害がある関係）親子，師弟など

(1)11--ﾄﾅｰｼヽyフ（良いことも悪いことも共有する関係）夫婦など

　最も危ういのは②Ｑｽﾎﾟﾝｻｰｼヽyフである。誰にでも他人の役に立ちたいと

いう気持ちがある。だから，一方的な支援が長く続くと，援助を受ける側の尊

厳が失われてしまう。援助を受ける側にもプライドがある。健全なスポン§f－

ｼｯﾌは，いつ解消されるかがはっきりとしている。AMDAは，いつ支援を終えるかを初めに相手に示す。東北

支援に当たった際には「困っておられるから助けに来ました。いずれ，西日本が困ったら東北から助けに来てく

ださい。そのために早く復興してください｡」と，相互扶助を意識して話すようにした。助ける側より助けられ

る側，教える側より教えられる側の気持ちを考える。

y私一司

①自己実現X;）「ぷろこび」…意欲と能力があれば，誰にでも自己実現のチャンスが与えられなければならない。

②自己表現g;）「ぶろごび」…「オタク」と呼ばれる人たちも市民権を得てきた。

凛）感謝の「ぷろこび」…「ありがとう」と言われると，自分は人から必要とされていると感じることができる。

　　「よろこび」を知っている人は，人の「よろこび」が分かる。しかし，知らない人はコンプレックスや嫉妬を

感じる。　３つの「よろこび」は，学校や地域で身に付けていくものである。特にﾌしﾝﾄﾞｼヽyフの人間関係形成を

身に付けるのには，学校が適している。先生方はどう教えるかを考え，カリキュラムの中に位置づけてほしい。

＊＊＊受講者Ｑ感想＊＊＊

Ｏ「誰でも他人の役に立ちたいという気持ちがある｡」という言葉をお聞きしながら，学級の児童の顔を思い浮か

　べました。「役に立ちたいと一方的に思っていることで，児童のプライドを傷つけているのではないか｡」と問い

　かけられたような気がしました。１つでも多く，１分でも長く「自分は必要とされている｡」と，児童が「よろこ

　び」を感じられるような日々にしていきたいと，心に刻みました。

○　人間を相手にする教師という立場からの見方をはっきりと示してくださった思いがしています。自分がどう振

　る舞い，どう子どもに接していくかが問われていて，自分を豊かにしていくことの必要性を強く感じました。
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